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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１と第２の別々の液体供給源から少なくとも２つの別々の液体を取り出し、その液体を
ディスペンサから同時に適量供給するトリガ式ディスペンサであって、
第１と第２のポンプ室と、第１の液体供給源と連通するように適合された第１の吸入口と
、第２の液体供給源と連通するように適合された第２の吸入口と、第１の吸入口から第１
のポンプ室に液体を通すための第１の吸入液体通路と、第２の吸入口から第２のポンプ室
に液体を通すための第２の吸入液体通路と、第１と第２のポンプ室から共通領域に液体を
流すための第１と第２の排出液体通路とを備えたディスペンサ本体と、
第１と第２のポンプ室内でそれぞれ動くことができる第１と第２のポンプ・ピストンであ
って、ポンプ・ピストンとポンプ室で第１と第２の可変体積流体収容キャビティを構成し
、ポンプ・ピストンが、それぞれのポンプ室内で流体収容キャビティが拡張体積を有する
拡張位置と拡張体積よりも小さい収縮位置との間で双方向に移動可能であり、ポンプ・ピ
ストンとディスペンサ本体が、ポンプ・ピストンの収縮位置から拡張位置へのポンプ・ピ
ストンの動きによって液体が吸入液体通路から取り出され、ポンプ・ピストンの拡張位置
から収縮位置への動きによって液体がポンプ室から前記共通領域に放出されように構成さ
れたポンプ・ピストンと、
第１と第２のポンプ・ピストンにそれぞれ接続された第１と第２のプッシャ部材と、
第１と第２の位置の間で動くようにディスペンサ本体に旋回式に接続され、第１と第２の
プッシャ部材と係合するように構成されたトリガとを含み、トリガとプッシャ部材が、ト
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リガの第１の位置から第２の位置への動きと同時にポンプ・ピストンの拡張位置から収縮
位置への動きが達成されるように構成されたトリガ式ディスペンサであって、
第１と第２のプッシャ部材は、第１のプッシャ部材の一部分が第２のプッシャ部材の一部
と互いに噛み合ってトリガを第１の位置と第２の位置の間で動かすときの相対運動を制限
するように構成されているトリガ式ディスペンサ。
【請求項２】
第１と第２のプッシャ部材がそれぞれ、トリガの一部と噛み合うように構成されたトリガ
係合部分を含み、前記トリガの一部が、プッシャ部材がトリガと係合するときに第１と第
２のプッシャ部材のトリガ係合部分の間にはさまれる請求項１に記載のトリガ式ディスペ
ンサ。
【請求項３】
前記トリガの一部が、トリガ突出部を含み、前記トリガ突出部とプッシャ部材の前記トリ
ガ係合部が、プッシャ部材がトリガと係合するときにプッシャ部材のトリガ係合部分の間
にトリガ突出部をロックするように形成され構成される請求項２に記載のトリガ式ディス
ペンサ。
【請求項４】
第１と第２の別々の液体供給源から少なくとも２つの別々の液体を取り出し、その液体を
ディスペンサから同時に適量供給するトリガ式ディスペンサであって、
第１と第２のポンプ室と、第１の液体供給源と連通するように適合された第１の吸入口と
、第２の液体供給源と連通するように適合された第２の吸入口と、第１の吸入口から第１
のポンプ室に液体を通すための第１の吸入液体通路と、第２の吸入口から第２のポンプ室
に液体を通すための第２の吸入液体通路と、第１と第２のポンプ室から共通領域に液体を
流すための第１と第２の排出液体通路とを備えたディスペンサ本体と、
第１と第２のポンプ室内でそれぞれ動くことができる第１と第２のポンプ・ピストンであ
って、ポンプ・ピストンとポンプ室で第１と第２の可変体積流体収容キャビティを構成し
、ポンプ・ピストンが、それぞれのポンプ室内で流体収容キャビティが拡張体積を有する
拡張位置と拡張体積よりも小さい収縮位置との間で双方向に移動可能であり、ポンプ・ピ
ストンとディスペンサ本体が、ポンプ・ピストンの収縮位置から拡張位置へのポンプ・ピ
ストンの動きによって液体が吸入液体通路から取り出され、ポンプ・ピストンの拡張位置
から収縮位置への動きによって液体がポンプ室から前記共通領域に放出されように構成さ
れたポンプ・ピストンと、
第１と第２のポンプ・ピストンにそれぞれ接続された第１と第２のプッシャ部材と、
第１と第２の位置の間で動くようにディスペンサ本体に旋回式に接続され、第１と第２の
プッシャ部材と係合するように構成されたトリガとを含み、トリガとプッシャ部材が、ト
リガの第１の位置から第２の位置への動きと同時にポンプ・ピストンの拡張位置から収縮
位置への動きが達成されるように構成されたトリガ式ディスペンサであって、
前記共通領域が、第３の排出液体通路を含み、第１と第２の排出通路が、第１と第２のポ
ンプ室からその排出液体通路に液体が通るように形成され構成され、前記第３の排出液体
通路が、ディスペンサ本体によって少なくとも定義されており、
ディスペンサ本体に接続され、第３の排出液体通路と連通するノズル孔を含むノズルと、
第３の排出液体通路に流体スピナ部材とを含み、
ポンプ・ピストン、ディスペンサ本体およびノズルが、ポンプ・ピストンの拡張位置から
収縮位置への動きによって、取り出した液体がポンプ室から液体を混合する第３の排出液
体通路に放出され、混合液体がノズル孔から放出されるように構成され、
第３の排出液体通路が、液体を混合する混合室と、スピナ室の下流で流体スピナ部材を保
持するスピナ部材とを含み、
混合室からスピナ室への流体の流れを許容し、スピナ室から混合室への流体の流れを阻止
するように構成された第３の排出液体通路の逆止め弁を更に有するトリガ式ディスペンサ
。
【請求項５】
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前記逆止め弁が下流逆止め弁を含み、ディスペンサ本体が第１と第２の上流逆止め弁を含
み、第１の上流逆止め弁は、第１の排出通路から混合室への液体の流れを許容し、混合室
から第１の開放通路への液体の流れを阻止するように構成され、第２の上流逆止め弁が、
第２排出通路から混合室への液体の流れを許容し、混合室から第２の排出通路への液体の
流れを阻止するように構成された請求項４に記載のトリガ式ディスペンサ。
【請求項６】
第１と第２の別々の液体供給源から少なくとも２つの別々の液体を取り出し、その液体を
ディスペンサから同時に適量供給するトリガ式ディスペンサであって、
第１と第２のポンプ室と、第１の液体供給源と連通するように適合された第１の吸入口と
、第２の液体供給源と連通するように適合された第２の吸入口と、第１の吸入口から第１
のポンプ室に液体を通すための第１の吸入液体通路と、第２の吸入口から第２のポンプ室
に液体を通すための第２の吸入液体通路と、第１と第２のポンプ室から共通領域に液体を
流すための第１と第２の排出液体通路とを備えたディスペンサ本体と、
ディスペンサ本体によって少なくとも部分的に構成され、混合室と混合室の下流のスピナ
室とを含む第３の排出液体通路であって、第１の排出液体通路が、第１のポンプ室から混
合室に液体が通るように構成され、第２の排出液体通路が、第２のポンプ室から混合室ま
で液体を通るように構成された第３の排出液体通路と、
ディスペンサ本体に接続され、スピナ室と連通するノズル孔を含むノズルと、スピナ室内
の流体スピナ部材と、
ポンピ室が、第１と第２の可変体積流体収容キャビティを少なくとも部分的に構成し、ポ
ンプ室と吸入液体通路が、流体収容キャビティの体積の変化によって吸入液体通路から液
体が取り出され、取り出した液体を、スピナ部材を介してノズル孔から強制的に送り出す
ように構成されたディスペンサであって、
混合室からスピナ室への液体の流れを許容し、スピナ室から混合室への液体の流れを阻止
するように構成された第３の排出液体通路の逆止め弁を含むことを特徴とするディスペン
サ。
【請求項７】
前記逆止め弁が下流逆止め弁を構成し、第１と第２の上流逆止め弁を含み、第１の上流逆
止め弁が、第１の排出通路から混合室への液体の流れを許容し、混合室から第１の排出通
路への液体の流れを阻止するように構成され、第２の上流逆止め弁が、第２の排出通路か
ら混合室への液体の流れを許容し、混合室から第２の排出通路への液体の流れを阻止する
ように構成された請求項６に記載のディスペンサ。
【請求項８】
下流逆止め弁と上流逆止め弁がそれぞれ、弁座部材と可動弁部材を含み、可動弁部材が、
弁部材が弁座に当たっている弁座に当接した位置と、可動弁部材の少なくとも一部分が弁
座部材から離れている弁座から外れた位置との間で可動であり、下流逆止め弁の弁座部材
と上流逆止め弁のそれぞれの部材が、単一の一体構成部品の一部分である請求項７に記載
のディスペンサ。
【請求項９】
下流逆止め弁の弁座部材と上流逆止め弁の可動弁部材が、単一の一体構成部品に一部分で
ある請求項８に記載のディスペンサ。
【請求項１０】
第１と第２の別々の液体供給源から少なくとも２つの別々の液体を取り出し、その液体を
ディスペンサから同時に適量供給するトリガ式ディスペンサであって、
第１と第２のポンプ室と、第１の液体供給源と連通するように適合された第１の吸入口と
、第２の液体供給源と連通するように適合された第２の吸入口と、第１の吸入口から第１
のポンプ室に液体を通すための第１の吸入液体通路と、第２の吸入口から第２のポンプ室
に液体を通すための第２の吸入液体通路と、第１と第２のポンプ室から共通領域に液体を
流すための第１と第２の排出液体通路とを備えたディスペンサ本体と、
ディスペンサ本体によって少なくとも部分的に構成され、混合室と混合室の下流のスピナ
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室とを含む第３の排出液体通路であって、第１の排出液体通路が、第１のポンプ室から混
合室に液体が通るように構成され、第２の排出液体通路が、第２のポンプ室から混合室ま
で液体を通るように構成された第３の排出液体通路と、
ディスペンサ本体に接続され、スピナ室と連通するノズル孔を含むノズルと、スピナ室内
の流体スピナ部材と、
ポンプ室が、第１と第２の可変体積流体収容キャビティを少なくとも部分的に構成し、ポ
ンプ室と吸入液体通路が、流体収容キャビティの体積の変化によって吸入液体通路から液
体が取り出され、取り出した液体を、スピナ部材を介してノズル孔から強制的に送り出す
ように構成されたディスペンサであって、
第１と第２のポンプ室内でそれぞれ動くことができる第１と第２のポンプ・ピストンを含
み、ポンプ・ピストンとポンプ室が前記第１と第２の可変体積流体収容キャビティを構成
し、ポンプ・ピストンが、それぞれのポンプ室内で、流体収容キャビティが拡張した拡張
位置と、流体収容キャビティが拡張体積よりも小さい収縮体積を有する収縮位置との間で
それぞれ移動可能であり、
前記第１と第２の位置の間で動くようにディスペンサ本体に旋回可能に接続されたトリガ
を含み、トリガが、トリガの第１の位置から第２の位置への動きが同時にポンプ・ピスト
ンの拡張位置から収縮位置への動きを達成し、トリガの第２の位置から第１の位置への動
きが同時にポンプ・ピストンの収縮位置から拡張位置への動きを達成するように動作的に
接続され、
トリガが、第１と第２の別々のプッシャ部材を介してポンプ・ピストンに動作的に接続さ
れ、第１と第２のプッシャ部材が係合してトリガが第１と第２の位置の間で動かされたと
きにその間の相対運動を制限するように構成されているディスペンサ。
【請求項１１】
トリガが、第１と第２の別々のプッシャ部材を介してポンプ・ピストンに動作的に接続さ
れ、第１と第２のプッシャ部材がそれぞれ、トリガの一部と係合するように構成されたト
リガ係合部を含み、前記トリガの一部が、プッシャ部材がトリガと係合するときに第１と
第２のプッシャ部材のトリガ係合部分の間に挟まれるようになっている請求項１０に記載
のディスペンサ。
【請求項１２】
前記トリガの一部がトリガ突出部を含み、前記トリガ突出部とプッシャ部材の前記トリガ
係合部が、プッシャ部材がトリガと係合するときにプッシャ部材のトリガ係合部分の間に
トリガ突出部をロックすることができるように構成されている請求項１１に記載のディス
ペンサ。
【発明の詳細な説明】
発明の背景
本発明は、一般に、トリガ式噴霧器などのディスペンサに関し、より詳細には、２つの流
体を同時に適量供給するように構成されたディスペンサに関する。
トリガ式噴霧器は、噴霧器から液体を適量供給するために手で操作する旋回式トリガを有
するタイプの噴霧器である。従来のトリガ式噴霧器は、液体容器に接続され、容器内の内
容物を、トリガの手動往復運動に応じて霧、細流または泡として適量供給するためのもの
である。このタイプのトリガ式噴霧器は、トリガ式噴霧器を取り付けた容器から様々な種
類の液体を供給するために利用されてきた。しかしながら、そのような従来のトリガ式噴
霧器は、ある一定のタイプの液体に使用するときに欠点を有する。従来のトリガ式噴霧器
から供給されるいくつかの液体は、別々の間は安定しているが混合したときに貯蔵寿命が
制限される複数の独立した成分の液体の生成物である。このタイプの液体を含む容器に取
り付けられたトリガ式噴霧器は、通常、液体生成物が効力を失い始めるまでの長い期間、
保管庫や店の棚に置いておくことはできない。このタイプの液体を適量供給する従来のト
リガ式噴霧器を使用し、かつ生成物が販売される前に液体生成物の貯蔵寿命が尽きない可
能性を高めるためには、液体生成物を容器に詰めて販売する市場に出荷する直前に、最終
液体生成物の別個の液体成分を混合して最終液体生成物を作成しなければならない。さら
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に、いくつかの液体生成物は、たとえば水と油などの互いに簡単に混合しない複数の成分
液体からなる。このタイプの液体生成物がトリガ式噴霧器付きの容器に詰められていると
き、最終生成物を構成する個別の液体成分が、生成物が倉庫に保管されている間または生
成物が販売用に店の棚に置かれている間に互いに分離する傾向がある。その結果、トリガ
式噴霧器を次に操作したときに、容器の底に溜まった液体成分だけが供給される。油と水
の例では、液体の水成分だけが噴霧器から最初に供給されることになる。水がすべて供給
された後、油だけが供給される。
前述の問題を克服するために、様々な多室トリガ式噴霧器が設計されてきた。そのような
新しい設計には、液体生成物の構成要素がトリガ式噴霧器によって容器から取り出される
までそれらの構成要素を互いに分離しておく液体容器に取り付けられたトリガ式噴霧器が
ある。このタイプのトリガ式噴霧器は、液体生成物を適量供給する前に、液体生成物の個
別の構成要素を初めて噴霧器のポンプ室で混合する噴霧器を含む。しかしながら、このよ
うな新しいトリガ式噴霧器にも欠点がある。トリガ式噴霧器ポンプ室に、最終液体生成物
の２つの成分を詰めた後、トリガ式噴霧器が前に使用されてから次に使用されるまでの間
に放置されると、ポンプ室内の液体生成物の貯蔵寿命が尽きることがある。また、最終生
成物の個々の液体成分が噴霧器ポンプ室内で分離することがある。その結果、次にトリガ
式噴霧器を操作するときに、最初に噴霧器から供給される液体は、ポンプ室に残っている
期限切れの液体になる。この液体は、貯蔵寿命が尽きていたり分離した液体成分を有する
ことがある。いずれの状況でも、噴霧器から最初に供給される液体の品質は、期待よりも
低くなる。現在のトリガ式噴霧器のもう１つの欠点は、トリガ式噴霧器に残った混合液体
が、容器に逆流し液体を汚染する場合があることである。
さらに他の欠点は、そのようなトリガ式噴霧器を構成するために必要な部品が複雑である
点である。この複雑さにより、製造コストが高くなるととともに、トリガ式噴霧器の組み
立てが困難になる。
発明の概要
本発明のいくつかの目的は、従来のディスペンサとトリガ式噴霧器に関連する欠点を克服
する改良されたディスペンサを提供し、２つの別々に収容された流体を同時に適量供給す
るための改善されたトリガ式噴霧器を提供し、２つのポンプ室を有するそのようなトリガ
式噴霧器を提供し、２つの流体がポンプ室内で混ざるのを妨ぐように構成されたトリガ式
噴霧器を提供し、混合された流体がポンプ室に戻るのを防ぐように構成されたトリガ式噴
霧器を提供し、製造と組立てを容易にするように構成された部品を有するトリガ噴霧を提
供し、比較的単純な構造の流体ポンプを提供することである。
一般に、本発明のトリガ式ディスペンサは、第１と第２の別々の液体供給源から少なくと
も２つの別々の液体を取り出し、液体をディスペンサから同時に適量供給するように構成
される。ディスペンサは、ディスペンサ本体と、第１と第２のポンプ・ピストンを含む。
ディスペンサ本体は、第１と第２のポンプ室と、第１の液体供給源と連通するように適合
された第１の吸入口と、第２の液体供給源と連通するように適合された第２の吸入口と、
第１の吸入口から第１のポンプ室に流体を通すための第１の吸入流体通路と、第２の吸入
口から第２のポンプ室に流体を通すための第２の吸入流体通路と、第１と第２のポンプ室
から共通領域に液体を通すための第１と第２の排出液体通路とを備える。第１と第２のポ
ンプ・ピストンはそれぞれ、第１と第２のポンプ室内で移動可能である。ポンプ・ピスト
ンとポンプ室は、第１と第２の可変体積流体収容キャビティを定義する。ポンプ・ピスト
ンは、各ポンプ室内で、流体収容キャビティが拡張体積を有する拡張位置と、流体収容キ
ャビティが拡張体積よりも小さい収縮体積を有する収縮位置との間で相互に移動可能であ
る。ポンプ・ピストンとディスペンサ本体は、ポンプ・ピストンの収縮位置から拡張位置
への動きによって液体が吸入流体通路から取り出され、ポンプ・ピストンの拡張位置から
収縮位置への動きによって液体がポンプ室から共通領域に取り出されるように構成される
。第１と第２のプッシャ部材は、第１と第２のポンプ・ピストンにそれぞれ接続される。
トリガは、第１と第２の位置の間で移動するようにディスペンサ本体に旋回式に接続され
、第１と第２のプッシャ部材を噛み合わせるように構成される。トリガとプッシャ部材は
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、トリガの第１の位置から第２の位置への動きが同時にポンプ・ピストンの拡張位置から
収縮位置への動きを達成し、トリガの第２の位置から第１の位置への動きが同時にポンプ
・ピストンの収縮位置から拡張位置への動きを達成するように構成される。第１と第２の
プッシャ部材は、トリガがその第１と第２の位置の間で動かされたときに相対運動を制限
するように互いに係合するように構成される。
本発明のもう１つの態様において、ディスペンサは、第１と第２の別々の液体供給源から
少なくとも２つの別々の液体を取り出し、液体をディスペンサから同時に適量供給するよ
うに構成される。ディスペンサは、第１と第２のポンプ室と、第１の液体供給源と連通す
るように適合された第１の吸入口と、第２の液体供給源と連通するように適合された第２
の吸入口と、第１の吸入口から第１のポンプ室に流体を通す第１の吸入流体通路と、第２
吸入口から第２ポンプ室に流体を通す第２の吸入流体通路と、第１と第２の排出液体通路
とを含む。第３の排出液体通路が、ディスペンサ本体によって少なくとも部分的に定義さ
れる。
第３の排出液体通路は、混合室と、混合室の下流にあるスピナ室とを含む。第１の排出液
体通路は、第１のポンプ室から混合室に液体が通るように構成される。第２の排出液体通
路は、第２ポンプ室から混合室に液体が通るように構成される。ノズルは、ディスペンサ
のハウジングに接続される。ノズルは、スピナ室と連通したノズル孔を含む。スピナ室内
には流体スピナ部材がある。その他の目的と特徴は、一部分は明らかであり一部分は後で
説明される。
【図面の簡単な説明】
図１は、本発明の流体ディスペンサの横断面図である。
図２は、図１の線２－２の面に沿って切断した断面図である。
図３は、図１の線３－３の面に沿って切断した断面図である。
図４は、図１の流体ディスペンサの排出通路の部分拡大横断面図であり、上流と下流の逆
止め弁とスピナ・アセンブリを示す。
図５は、図４の線５－５の面に沿って切断した断面図である。
図６は、図４と図５のトリガ式噴霧器の弁とスピナ・アセンブリの分解上面図である。
図７は、図６の弁とスピナ・アセンブリの分解側面図である。
図８は、図１のトリガ式噴霧器のプッシャ部材の左側面図である。
図９は、図８のプッシャ部材の背面図である。
図１０は、図８のプッシャ部材の右側面図である。
図１１は、詳細を示すためにトリガの部品を除去した状態の噴霧器のトリガに取り付けら
れた、図１のトリガ式噴霧器の２つのプッシャ部材の部分底面図である。
図１２は、本発明のもう１つの流体ディスペンサの排出通路の拡大部分横断面図であり、
上流逆止め弁、下流逆止め弁およびスピナ・アセンブリを示す。
図１３は、図１２の線１３－１３の面に沿って切断した断面図である。
図１４は、本発明のもう１つの流体ディスペンサの拡大断面図であり、上流逆止め弁、下
流逆止め弁およびスピナ・アセンブリを示す。
対応する参照番号は、図面のうちのいくつかの図にわたって対応する部分を示す。
好ましい実施形態の説明
次に図面、より詳細には図１を参照すると、本発明のトリガ式ディスペンサ（または噴霧
器）を参照数字２０によってその全体を示す。このトリガ式噴霧器は、１９９４年１２月
５日に出願され参照により本明細書に組み込まれた、本願と同じ譲受人の米国特許出願第
０８／３４９，７４１号において開示されているトリガ式噴霧器と類似している。トリガ
式噴霧器２０は、全体が２２で示されたディスペンサ本体と、第１と第２のポンプ・ピス
トン２４、２６と、トリガ・アセンブリ２８とを含むことが好ましい。ディスペンサ本体
２２は、ポンプ室部分３０と、通気室部分３２と、浸漬管アダプタ３４とを含む。浸漬管
アダプタ３４は、通気室部分３２の底に圧入され、通気室部分３２は、ポンプ室部分３０
の底に圧入されている。
浸漬管アダプタ３４は、第１と第２の流体を保持するように構成された第１と第２の独立



(7) JP 4138887 B2 2008.8.27

10

20

30

40

50

した流体区分３８、４０を有する液体容器３６の上部を覆うように構成される。浸漬管ア
ダプタ３４は、直立体４２と、直立体の下端を囲む環状フランジ３８とを有する。フラン
ジ３８は、トリガ式噴霧器２０を容器に接続したときに容器３６の上部に位置決めされる
。ねじ込み式キャップ４６は、フランジ３８を囲み、ディスペンサ本体２２を容器に固定
するために容器３６にねじ込まれる。フランジと容器３６の間からの漏れを防ぐために、
フランジ３８の下面に適切なガスケットを入れることが好ましい。浸漬管アダプタ３４は
、浸漬管アダプタの内部を分割するほぼ垂直な仕切り４８を含む。仕切り４８は、アダプ
タ・フランジ４４の底面まで延び、容器３６の仕切り５０と機密に係合してそれらの間の
漏れを防ぐ。
液体容器３６の第１と第２の液体区分室３８、４０の方に延びるように形成された浸漬管
５６、５８の上端を受けるために、一対の浸漬管受口５２、５４が、浸漬管アダプタ３４
の上壁から下方に延びる。一対の管部分６０、６２は、浸漬管アダプタ３４の上壁から上
方に延び、浸漬管受口５２、５４と連通し、それにより浸漬管５６、５８を上方に流れる
液体が、管部分を通って流れる。
ポンプ室部分３０は、単一の一体構成部品であることが好ましく、第１と第２の円筒状壁
６４、６６と、円筒状壁の後端を実質上閉じる第１と第２の円筒状後壁６８、７０と、円
筒状後壁と隣接する垂直構成物７２と、垂直構成物の上端から前方に延びる水平管状部分
７６とを含む。第１の円筒状壁６４と環状後壁６８の内面は、全体が７８で示され第１の
ピストン２４を摺動可能に受けるためにその前方側が開いた第１のポンプ室を定義する。
第２の円筒状壁６６と第２の環状後壁７０の内面は、全体が８０で示され、第２のピスト
ン２６を摺動可能に受けるためにその前方側が開いた第２のポンプ室を構成する。第１の
ポンプ室７８、第１のピストン２４、および第１のリターン・スプリング８２が、全体が
８４で示された第１のポンプ機構の部品を構成する。第２ポンプ室８０、第２のピストン
２６、および第２のスプリング８６が、全体が８８で示された第２のポンプ機構の部品を
構成する。
通気室部分３２は、成形された一体構成（すなわち単一片）部材であり、第１の管状部分
９０と、第１の管状部分と実質上同一の第２の管状部分（図示せず）を含む。第１と第２
の管状部分は、垂直構成物７２の第１と第２の縦穴内に上方に延びる。第１の縦穴は、図
１に９４で示されているが、第２の縦穴は示されていない。しかしながら、第２の縦穴が
、第１と同じような働きをすることは理解されたい。それぞれの管状部分は、下側部分９
６、中間部分９８および上側部分１００を有することが好ましい。下側部分９６は、垂直
構成物７２の縦穴内にぴったりと適合し、その間に流体気密を提供するサイズに決められ
る。中間部分９８は、縦穴の内径よりも小さい外形を有する。中間部分９８の外面と縦穴
の内面は、間に環状の流体通路１０２を定義する（図１にはそのうちの１つだけを示した
）。管状部分の下側部分９６の内径は、浸漬管アダプタ３４の管部分６０がぴったりと適
合するようにサイズが決められることが好ましい。
管状部分の上側部分１００は、第１と第２の逆止め弁座１０４（図１にはそのうちの１つ
だけを示した）を含む。逆止め弁座１０４は、トリガ式噴霧器２０の第１と第２の吸入口
（参照番号１０４でも示された）を構成する。第１と第２の吸入口１０４は、浸漬管５６
、５８と浸漬管アダプタ３４を介して液体容器３６の対応する第１と第２の流体区分室３
８、４０と連通する。
ディスペンサ本体２２のポンプ室部分３０は、さらに、環状後壁６８、７０を貫通して延
びる横穴１０６を含む。横穴１０６は、第１と第２のポンプ室７８と環状流体通路１０２
の間を連通させるために、第１と第２の管状部分の中間部分９８とれぞれ位置合わせされ
ることが好ましい。管状部分の上側部分１００と環状流体通路１０２と横穴１０６は、吸
入口１０４と第１の第２のポンプ機構８４、８８との間を連通させる第１と第２の吸入流
体通路を定義する。
逆止め弁座１０４はそれぞれ、ボール１０８を受けるように形成され構成される。逆止め
弁座１０４と対応するボール１０８は、第１と第２の浸漬管５６、５８から第１と第２の
ポンプ機構８４、８８への流通を可能にし、ポンプ機構から浸漬管への流通を阻止するた
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めに、吸入液路に全体が１１０で示された逆止め弁を構成する。ボール１０８は、逆止め
弁１１０の可動弁部材を構成する。
ポンプ室部分３０の水平管状部分７６は、垂直構成物７２の縦穴の上端と連通した第１と
第２の排出液体通路１１２、１１４（図２と図３）と、第１と第２の排出液体通路の下流
に第３の排出液体通路１１８を定義する横穴１１６を含む。第１の排出通路１１２は、第
１のポンプ室７８から第３の排出液体通路１１８に液体が通るように形成され構成される
。第２の排出通路１１４は、第２ポンプ室８０から第３の排出液体通路１１８に液体が通
るように形成され構成される。横穴１１６は、第１と第２の排出通路１１２、１１４から
ディスペンサ本体２２の前端（図の左側）まで前方に延びる。
ノズル・アセンブリ１２０は、横穴１１６の前端においてディスペンサ本体２２に接続さ
れる。ノズル・アセンブリ１２０は、横穴の前方の（下流）端から横穴１１６に挿入され
た管状突出部１２２と、ノズル管状突出部の前端にあるノズル壁１２４と、ノズル壁を貫
通し内腔の内側と連通するノズル孔１２６とを含む。管状突出部１２２は、第３の排出液
体通路１１８の一部分を定義する。後でより詳細に考察するように、第１と第２の別々の
液体は、第１と第２のポンプ室７８、８０から、第１と第２の排出液体通路１１２、１１
４を通り、第３の排出液体通路１１８（共通領域を構成する）に流れ、そこで、混合され
、ノズル孔１２６から出る。
次に、図４～７を参照すると、第３の排出液体通路１１８は、混合室１２８と、混合室の
下流にあるスピナ室１３０を含む。混合室１２８内には、上流弁アセンブリ１３２が配置
される。上流弁アセンブリ１３２は、一体構造のものであることが好ましく、長さ方向ス
テム１３４と、長さ方向ステムの後端にある円盤状部材１３６と、円盤状部材から後方に
延びるタブ（すなわち、図４と図５の右側に示された）と、長さ方向ステムから半径方向
に延び、第３の排出液体通路１１８内にステムと円盤状部材１３６を中心に配置するため
の複数の位置決めフィン１４０とを含む。水平管状部分７６は、第１と第２の排出液体通
路１１２、１１４の前端を囲む環状肩部１４２を含む。円盤状部材１３６は、第１と第２
の排出液体通路１１２、１１４の前端を覆い環状肩部１４２と気密に係合するようにサイ
ズが決められ構成される。円盤状部材１３６と環状肩部１４２は一緒に、第１と第２の上
流逆止弁１４４、１４６を構成する。円盤状部材１３６の第１の排出液体通路１１２を覆
う部分は、上流逆止め弁１４４の第１の可動弁部材１４８を構成し、第１の排出液体通路
と隣り合った環状肩部１４２の半円部分は、第１の上流逆止め弁の弁座１５０を構成する
。円盤状部材１３６の第２の排出液体通路１１４を覆う部分は、上流逆止め弁１４６の第
２の可動弁部材１５２を構成し、第２の排出液体通路の隣りの環状肩部１４２の半円部分
は、第２の上流逆止め弁の弁座１５４を構成する。第１の上流弁１４４の可動弁部材１４
８は、弁座に当接した位置と弁座から外れた位置とに動くことができる。弁座に当接した
位置では、第１の上流弁１４４の可動弁部材１４８が、混合室１２８から第１の排出液体
通路１１２への流体の流れを阻止するように弁座１５０を封止する。弁座から外れた位置
では、第１の上流弁１４４の第１の可動弁部材１４８の少なくとも一部分は、弁座１５０
から外れて前方に曲がり、第１の排出液体通路１１２から混合室１２８に流体が流れるよ
うにする。第２の上流逆止め弁１４６の可動弁部材１５２は、弁座に当接した位置と弁座
から外れた位置とに動くことができる。弁座に当接した位置において、第２の上流弁１４
６の第２の可動弁部材１５２は、混合室１２８から第２の排出液体通路１１４への流体の
流れを阻止するように弁座１５４を封止する。座席から外れた位置において、第２の上流
弁１４６の可動弁部材１５２の少なくとも一部分が、弁座１５４から離れて曲がり、第２
の排出液体通路１１４から混合室１２８に流体が流れるようにする。
仕切り１５６は、第１と第２の通路１１２、１１４を分離する。上流弁アセンブリ１３２
の後方突出タブ１３８が、仕切り１５６内に形成されたスロット１５８内に延びる。図４
に示したように、タブ１３８は、円盤状部材と仕切り１５６の間の流体漏れを防ぐために
、第１と第２の排出通路１１２の放出端よりも幅が広いことが好ましい。
トリガ式噴霧器２０は、さらに、第３の排出液体通路１１８内にスペーサ部材１６０とス
ピナ・アセンブリ１６２を含む。スペーサ部材１６０は、混合室１２８内の上流弁アセン
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ブリ１３２よりも前にある。スピナ・アセンブリ１６２は、スピナ室１３０内のスペーサ
部材１６０よりも前にある。ノズル・アセンブリ１２０は、第３の排出液体通路１１８内
にスピナ・アセンブリ１６２、スペーサ部材１６０と上流弁アセンブリ１３２をしっかり
と保持し、それにより軸の移動が制限される。
スペーサ部材１６０は、一体構造であり、中央ステム１６４、管状外側壁１６６、および
中央ステムから外側壁まで半径方向に延びる複数のフィン１６８を有する。管状外側壁１
６６の前端は、環状肩部１７０を含む。
スピナ・アセンブリ１６２は、前端にスピナ部分１７２を含み、後端に弾性円盤１７４を
含む（図１では右側に示した）。スピナ部分１７２は、第３の排出液体通路１１８を通っ
て前方に流れる液体を渦にし、ノズル孔１２６から液体を霧パターンで供給する。弾性円
盤１７４は、スペーサ部材１６０の環状肩部１７０と係合してもよい。弾性円盤１７４と
環状肩部１７０は、混合室１２８からスピナ室１３０への流体の流れを可能にし、スピナ
室から混合室への流体の流れを阻止する下流逆止め弁１７６を構成する。詳細には、スピ
ナ・アセンブリ１６２の弾性円盤１７４は、下流逆止め弁１７６の可動弁部材を構成し、
スペーサ部材１６０の環状肩部１７０は、下流逆止め弁の弁座を構成する。弾性円盤１７
４は、閉じた位置と開いた位置に移動可能である。その閉じた（または弁座に当接した）
位置において、弾性円盤１７４は、肩部のまわり全体で環状肩部１７０と気密に係合して
液体が通るのを防ぐ。開いた（弁座から外れた）位置において、弾性円盤１７４の少なく
とも一部分が、環状肩部１７０から離れるように曲がり、それにより弾性円盤と肩部の間
に隙間を作り、そこから液体が流れるようにする。
図１を再び参照すると、第１と第２のピストン２４、２６は、低密度ポリエチレンなどの
適切な弾性材料で形成されることが好ましい。第１と第２のピストン２４、２６は、それ
ぞれ第１と第２のポンプ室７８、８０内で摺動可能であり、ポンプ室の円筒状内側面とピ
ストンの周囲全体で気密に係合し、ポンプ室と各ピストンの間から流体が漏れないように
封止する。第１のピストン２４と第１のポンプ室７８で、第１の可変体積流体収容キャビ
ティ１７８を構成する。第２ピストン２６と第２ポンプ室８０で、第２の可変体積流体収
容キャビティ１８０を構成する。ピストン２４、２６は、各ポンプ室７８、８０内で、前
方（拡張）位置と後方（圧縮）位置との間で相互に摺動可能である。後で考察するように
、ピストン２４、２６は、拡張位置から圧縮位置までトリガ・アセンブリ２８の後方の動
きによって同時に動かされる。リターンスプリング８２、８６は、ピストン２４、２６を
その拡張位置に付勢するように構成される。したがって、ピストン２４、２６は、トリガ
・アセンブリ２８を手で強く握ることによって拡張位置から圧縮位置に後方に動かされ、
オペレータがトリガ・アセンブリを放したとき、リターンスプリング８２、８６によりそ
の拡張位置に自動的に戻される。
次に図１と図８～１１を参照すると、トリガ・アセンブリ２８は、トリガ１８２と第１と
第２の個別のプッシャ部材１８４、１８６を含む。トリガ１８２は、第１（前方）の位置
と第２（後方）の位置との間で動くようにディスペンサ本体２２に旋回式に接続され、第
１と第２のプッシャ部材１８４、１８６と係合するように構成される。トリガ１８２とプ
ッシャ部材１８４、１８６は、トリガの前方位置から後方位置へ動きにより同時にポンプ
・ピストン２４、２６が拡張位置から格納位置に動かされ、トリガの後方位置から前方位
置への動きにより同時にポンプ・ピストンが格納位置から拡張位置に動かされるように構
成される。
プッシャ部材１８４、１８６のそれぞれは一体成形構造であり、本体部分１８８と、本体
部分の前部分から横方向に延び、トリガ１８２と係合可能なトラニオン１９０と、本体部
分から後方に延び、ピストンの一方の前端をぴったりと受けるようにサイズが決められた
ソケット部１９２と、本体部分から後方に延びる通気プラグ１９４とを含む。本体部分１
８８は、１つのスロット１９６と１つのタブ１９８を含む。各プッシャ部材のタブ１９８
は、他方のプッシャ部材のスロット１９６の中に延びて互いに係合し、一方のプッシャ部
材が他方のプッシャ部材に対して軸方向の動かないように（すなわち、図１と図１１の図
では、右から左または左から右に動かないように）構成される。各プッシャ部材は、さら
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に、トリガ１８２のピボット・ウェブ（またはトリガ突出部）２０２と係合可能な凹部２
００を含む。プッシャ部材１８４、１８６が共にトリガ１８２と係合した状態で接続され
たとき、トリガのピボット・ウェブ２０２は、プッシャ部材の凹部２００の間に挟まれる
。凹部２００とピボット・ウェブ２０２は、トリガ１８２とプッシャ部材１８４、１８６
とを締りばめし、ピボット・ウェブをプッシャ部材の凹部の間にロックし、その結果トリ
ガの動きがプッシャ部材の動きを引き起こすように形成され構成される。また、トラニオ
ン１９０は、一方のプッシャ部材が他方に対して横方向の動かないようにするために、ト
リガ１８２の対向する側壁２０４のきわめて近くにある。したがって、第１と第２のプッ
シャ部材１８４、１８６は、トリガ１８２がその前方位置と後方位置の間に移動されると
きに互いに係合しその間の相対運動を制限するように構成される。
図１～３を再び参照すると、通気室部分３２は、さらに、第１と第２のプッシャ部材１８
４、１８６の通気プラグ１９４を受け取るための第１と第２の水平通気シリンダ２０６、
２０８をさらに含む。通気シリンダ２０６、２０８の内部は、それぞれ適切な通気通路を
介して第１と第２の流体区分室３８、４０の内部と連通する。トリガ１８２が前方位置に
あるとき、通気プラグ１９４は、通気シリンダ２０６、２０８の前端を阻止して、区分室
３８、４０の液体が通気シリンダから漏れるのを防ぐ。トリガ１８２が後方位置にあると
きは、通気プラグ１９４が通気シリンダ２０６、２０８の後方領域に位置決めされ、それ
により区分室３８、４０が通気シリンダを介して大気にさらされる。
動作において、オペレータは、トリガ１８２を握ってプッシャ部材１８４、１８６を同時
に後方に動かしてピストン２４、２６を同時に圧縮位置（図示せず）に移動させ、次にト
リガ１８２を放すことにより、リターンスプリング８２、８６が、ピストン２４、２６、
プッシャ部材１８４、１８６およびトリガ１８２を前方位置に移動させることができる。
このピストン２４、２６の前方の動きにより、流体収容キャビティ１７８、１８０内が減
圧され、その減圧によって、弁１１０のボール１０８が弁座から外れ、液体が第１と第２
の流体区分室３８、４０から流体収容キャビティに流れる。ピストン２４、２６の後方へ
の動きにより、流体収容キャビティ１７８、１８０内の液体に圧力がかかる。この圧力は
、第１と第２の上流弁１４４、１４６の可動弁部材１４８、１５２を外して、液体を混合
室１２８に流入させ、そこで混合させる。次に、圧力がかかった混合液体は、下流逆止め
弁１７６の円盤１７４を外し、混合液体がスピナ室１３０に流れ込んで渦になり、次に、
霧としてノズル孔１２６から放出される。下流逆止め弁１７６が、液体が混合される部分
の下流にあるため、これは、液体がスピナ室１３０に入る前に確実に混合されるのに役立
つ。下流逆止め弁１７６は、液体を供給しないときは閉じた位置にあるため、混合室１２
８が大気にさらされるのが防止される。したがって、下流逆め弁１７６は、混合室内の液
体が第１と第２の排出液体通路１１２、１１４に逆流するのを防ぐたように上流逆止め弁
１４４、１４６を支援する。
第１と第２のポンプ機構８４、８８は、内部にコイル状リターンスプリング８２、８６を
備えると説明したが、本発明の範囲を逸脱しない範囲で、外部板ばねなどの他のリターン
スプリングを使用できることを理解されたい。また、ノズル・アセンブリは、噴霧パター
ンを変化させたりノズル孔を閉じたりするための回転式ノズル・キャップを含むことがで
きる。
次に図１２と図１３を参照すると、本発明のもう１つのトリガ式噴霧器のノズル・アセン
ブリと排出部分を示す。このトリガ式噴霧器は、全体が３２０で示される。トリガ式噴霧
器３２０は、スペーサ部材１６０が上流弁アセンブリ１３２と一体であること以外、図１
～１１のトリガ式噴霧器２０と同一である。すなわち、スペーサ部材１６０と上流弁アセ
ンブリ１３２は、一体構造である。したがって、第１の下流逆止め弁１７６の弁座１７０
と第１と第２の上流逆止め弁１４４、１４６の可動弁部材１４８、１５２は、単一の一体
部品である。トリガ式噴霧器２０は、他のすべての点でトリガ式噴霧器３２０と同一であ
るため、トリガ式噴霧器２０の詳細な説明は、トリガ式噴霧器３２０にも等しく適用可能
であり、しがってトリガ式噴霧器３２０のさらに詳しい説明は不要である。
次に図１４を参照すると、本発明のもう１つのトリガ式噴霧器のノズル・アセンブリと排
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出部分を示す。このトリガ式噴霧器は、全体が４２０で示される。トリガ式噴霧器４２０
は、上流逆止め弁と下流逆止め弁以外、トリガ式噴霧器２０と類似している。この実施形
態において、第１の上流逆止め弁１４４は、第１の排出液体通路１１２に含まれ、第２の
上流逆止め弁１４６は、第２の排出液体通路１１４に含まれる。混合室１２８は、下流逆
止め弁１７６の下流にある。この下流逆止め弁１７６は、実際には、混合室１２８から第
１の排出液体通路１１２への流体の流れを阻止する一方の弁と、混合室から第２排出液体
通路１１４への流体の流れを阻止する他方の弁の２つの弁である。上流と下流の弁のため
、混合された流体がポンプ室に戻ることはほとんどない。
以上を考慮して、本発明のいくつかの目的が達成され、その他の有利な結果が得られるこ
とが分かる。
本発明の範囲を逸脱することなく前述の構造に様々な変更を行うことができ、以上の説明
に含まれ添付図面に示されたすべての事柄は、例示として解釈されるべきであり、制限の
意味に解釈されるべきでない。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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